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	応用
	抗原情報
	背景
	哺乳類細胞では、セントロメアと相互作用するタンパク質は、恒常的に結合するセントロメアタンパク質と、「パッセンジャー」、つまり一時的に相互作用するタンパク質の2つの大まかなグループに分類されることがわかっています（Choo、1997によるレビュー）。恒常的に結合するセントロメアタンパク質には、CENPA（セントロメアタンパク質A、MIM 117139）、CENPB（MIM 117140）、CENPC1（MIM 117141）、CENPD（MIM 117142）などがあります。「パッセンジャータンパク質」という用語は、細胞周期の特定の段階でセントロメアに局在する幅広いタンパク質の集合を包含します（Earnshaw and Mackay、1994 [PubMed 8088460]）。これらには、CENPE（MIM 117143）、MCAK（MIM 604538）、KID（MIM 603213）などがあります。細胞質ダイニン（例：MIM 600112）、CliP（例：MIM 179838）、CENPF/ミトシン（MIM 600236）など。パッセンジャータンパク質群の初期メンバーである内側セントロメアタンパク質（INCENP）（Earnshaw and Cooke, 1991 [PubMed 1860899]）は、有糸分裂初期には染色体に沿って広く局在するが、細胞周期が中期中期に進むにつれて徐々にセントロメアに集中する。終期には、これらのタンパク質は細胞間橋の中央体に位置し、細胞質分裂後にそこから廃棄される。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	INCENPマウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	INCENP マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	INCENP マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	INCENP マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

